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ロンにおけるイネ白葉枯病に関する研究

田 I‘J 
．
 

J
r
l
 

'-I 
井英人こ

九小M農業試験場

駐在場所： Central Agricultural Research 

Institute, Peradeniya, Ceylon 

駐在期間： 1968年2月12~7月11日

1968年10月 71:1 ~ 1969年 3月6日

研究協力者： Swarna Hemachandra (Miss) 

ことはすでに明らかであり，従ってファージの/tij定は

崎然それらを含めて広く比較しなければならないので

視段階においてはセイロンのファージを CP1. CP,, 

CP3, CP4および CP5と仮称し， これにより類別され

る病原細菌のファージ型を I型. II型， III朋， N刑お

よび V朋とした—

セイロンにおけるイネ白葉枯病菌ファージな

らびに病原細菌のファージ型

セイロン各地より採集したイネ白葉枯病罹病策から

病原細長iとファージを分離し，これが日本の病原細菌

とフ rージに対してどのような関係にあるかを比較し

た。その結果，日本とは全く異なった 5種類の新ファ

～ージを分船し， これらファージに対する感受性からセ

イロンの病原細1府を 6群に類別した＾東南アジア各地

には日本と異なったイネ白葉柏柄ファージが存在する

病原細菌の病原力検定

七イロン各地より採集した納原細菌21菌株())病原）j

を1孔納性品種として TN-1および H.J., 抵抗性品種

として早牛愛Its!,PI 209938および PI162:-ll 9 ,;) 5品

種を検定品種として針接種により検定した（ポット枝

培の成稲）。その結果，歯株によって病原））に茂がみ

られるが大部分は仇試 5品種に大刑病斑を形成する納

原力の強し、ものであった，
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第 1表 セイロン産ファージによるセイロン菌の類別

日本のファージ セイロンのファージ
肉型OP,01灯hOP,1ゎOP,CP, CP2 CP3 CP, CPぅ
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注： I+Nは中間型なのでフ -r-ジ型には未だ取り

入れてし、なし

菌 株

第 2表 分腐伯薗株の病原）j

罹病性品種 抵抗性品種
TN-1 H--! 早生愛/oJPI 209938 PI 162319 

M 6701 + + + + + + + + + + + + 

M6702 十++ - -土

M 6703 + + + + + + -t + + + + + + + 

NI 6704 + + + + + + + + + + + + + + + 

M 6705 + + + + + + + + + + + -t + + 

M 6706 + + + + + + + + + + + -t + + 

:vr 6707 + + + + + + + + + +、+++
ヽ 9

M 6708・・+ + + + + + + + + + + + + + 

:vr 6709 + + + + + + + + + + -+ 

イネ白葉枯病に対する品種間抵抗性の差異

セイロンの品種保存の中から25晶種を選んでイネ白

葉柏納にに対する抵抗性を，病原力の強し、 4I姐株を用

いて油l場で1/.葉の針接種により検定した。その結果，

やや抵抗性をぶした0)は BrondelPutihおよび Takao

10で， S.M. L., Te-tepおよび B,;ngawanなとがこれ

に次し、だ。

第 3表 品種間飢抗性の差児
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H-8 

M-'.102 

Tjima 

M-303 

H-106 

Poduwi a-8 

Rathuwal 

Lumbini 

Konarawalu 

IR-8 

I-Geo-tze 

Takao 10 

Bengawan 

Tadukan 

Centur,・Patna 

Brondel putih 

M6703 M67J4 M6706 M6707 
- - - -

中大大大

中大中大

小～中小～叶l 小～中中

小～中 1to ,Jヽ～叶I ,Jヽ

大大中人・

＇」、小～中 1j1 中

中中～大人ム 大

中大大人｀

小～中中中中

大人大人

,Jヽ 大 大 大

小～中小～中小～中人

大 大 人・ 大

大怯大人・

H-105 小小～中小～中 I「
S.M.L. 小中小小

Te-tep 1J、 小 小 ～ 中 小 ～ 中

Gendjgh Beton 中中～大中中～人・

22liBC N/1/178/7 小中小中

Zenith 人・中～大中中~)-..:

小小小

小小小～中

大大大

大小～中大

微 ～ 小 小 ～ 中 小

4ヽ

中

大

大

微-1Jヽ

注：大，中，小，微は病斑の大蓉さ

イネ白葉枯病の感染源

セイロンにおし、ては常叶イネが栽培され，まに刈株

叫屈しないなど病原細肉の牛{{には好適な環燒であ

る")そこで Yala作が終って次の Maha作の田柏えか

：まじまる約 2か月間の病原細菌の動向と農作業との閃

係を田面水中のファージ量の生動により追跡したJ そ

の結果， 水を入れて Harrowingする段隋でIll面水中
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のファージ鼠が急増することが明らかとなった。これ

は収穫後に刈株などで一時休止状態にあった杭原細菌

が水を得て再び話性化し，水中に放出されたために灌

腹水中のフ rージ鼠の増加となって現われたものであ

る。したがってイネ白葉枯柄の発病圃場は，セイロン

のような環境条件においては，病原細菌は次期の農作

業により再び活性化されて伝染源となり発砧に結びつ

くことが判ったc
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注：表中の数字は灌漑水 1叫当りのファージ景

第 5表 調査圃場の作業日誌

Ploughing Harrow mg Leveling 
第1回第血回 第1回 第2回 第3同

月 H 月日月日月日月日
8 2+ 9 7 9 26 10 6 10 16 

8 18 9 l 9 23 10 -1 10 13 

8 10 8 2+ 9 19 9 28 10 8 

8 18 9 U 9 23 10 」 1013 

8 12 8 26 9 6 9 16 9 26 

月日
10 20 

10 17 

11 12 

10 17 

9 3l) 

Batalagoda Central Rice Breeding Station 

におけるクレセック症の発生と苗代期間中の苗

代 田面水ならびに灌漑水中のファージ量との関

係

この試験場はセイロンに認けるイネm重のセンター

であり，特に1967年 Maha 期 (10月 ~1968年 3 月）に

クレ七 y ク症（田柏後20日前後で株が急激に菱周して

枯死するイネ自葉枯病の萎凋症）が多発して政治的に

も間題になった所なので， 1968年 Yala 期（」月 ~9

月）からファージによる発生予察法を収り人れると共—

，こ伍代を安全地常に移すという謀境的防除手段によ

り， 1968年 Maha 期 (10 月 ~1969年 3 月）には同試験

場からクレセ y ク症を～•帰すべく叶両を吃てた。 1967

年 Maha 期の松本省平技官の調査により本地区のク

レセ y ク症が苗代感染によることが明らかとなバビの

で，

No. 21 

苗
代

第 6表 1967年 Maha期苗代別発柄調杏結果

゜
発崩株率（も）
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1 c+ 2 

第 1図

↓` 
Kresek incidence in 

冒尺
Rm:R Location of the nursery 

1967年 Maha期クレセック発病調査

1968年 Yala斯には苗代位置を変えると共にフ;--

ジ法を導入して伯代田面水ならびに水路の古染状態を

調べたへその結呆，ファーシグ）検出されにのは C.D, 

Eおよび Fの各苗代のみで，主水路の水からは検出

されなかっ芦従って1万染廿1代の感染源はその苗代附

または主水路から苗代迄の間に存在することが判、

た。本田にお汁るクレセソク症の発病調査結果け:Dお

よびE苗代に由米する本田で多発し，フ rージ量の調

査糾果と一致した。もっともファーシ撼の多かった F

苗代はその時から使用を繁じたので F苗代に由来する

本田はファージの検出される以iりに移柏した 6宜たげ
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で，いずれも無発病に終った。

場
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第 8表

苗代

第 3回
(4. 2:-l) 

-- - ---

1968年 Yala期苗代別発病調査結果
．． ・ー・

発 栢
0-0. 01 

株
1 2 率3 ）

 

ク

0
4

（
 L

3
 

A

B

C

D

E

F

G

H

I

 

3

2

9

1

 

2

1

 -
3
 

1

2

 

4

1

 
第 2図 1968年 Maha期クレセック発病調査
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注：表中の数字は水田筆数

1968年 Maha期は仝苗代を灌慨水の内染されていは

し、上流に移し，灌謁水も主水路から直認JIくようにし

て経田灌水を禁止したc その結果，ファージの検出さ

れた伯代は EおよびFのみてあったc 主水路におげる

フrーシは前 Yala期と異り 10月中旬より検出される

ようになり， これがEおよび F苗代への感染源になっ

たと考えられる。この主水路の汚染の原囚は， Maha

期は Yala期に比較してイネの作期が長く苗代期間も

2か月以上におよぶので，主水路の上流地帯に稲作が

始まると主水路といえども汚染されるためであるっ同

地区の水路水中のファージ鼠は水路の末娼で常に多

く，これは試験地内の病原細菌が灌漑水によって述ば

れて水路の末端に集約される結果である。したがって

苗代を末端に作れば常に感染の危険性にさらされるこ

とになる。クレ七ノク症の発病調査の結果ぱ Eおよび

F苗代に由来する :3.5月種が主体であって，

屈の調在結果と一致したっ

フ・,・ ージ

第 3図
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第 9表 1968年 Maha期ファージ岱
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注：表中の数字は灌漑水 1ml当りのファージ鼠

第10表 1968年 Maha期苗代別発柄調査結果
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以上により本試験場のクレセック症は，苗代感染に

由来すること，苗代感染をファージ量の変動でとらえ

ることがでぎること，苗代位性を灌漑水の汚染してい

ない安全地帯に移すという環境的防除が有効なことを

明らかにした。しかし年によってはファージを検出し

た時にすでにいくつかの本田に移柏が終っている場合

があるので，苗代期間中の農薬散布という積極的防除

法との併用によりさらに完全になろう。

2
 

イ ン ドネシアにおける水稲病害

山 田 昌推

北陸農業試験場

駐在場所： Central Resean:h Institute for Agricul-

ture, Bogor, Indonesia 

駐在期間： 1970年 1 月 6 日~-! 月 1U 

研究協力名： Njoman Oka 

インドネシアの稲作では，今なお無麗肥枚培が多

し、，、 iE確な情報ではなし、が，多少とも施肥をしてしヽる

ク）は栽培面積の2096に及ばなし、由てある＾柄害に対す

る農薬の散布は試験的なものを除し、てはほとんど行な

われてし、ないが，その割には謡外に訥専の発生が少な

し、。これはとりもなおさず梅肥燒が少なし、からであろ

う＾厖肥栽培が比較的晋及している西 Jawaでは一般

に稲の生育が良好で，病害の発生もそれに伴なって多

いようである。これはこの国に認げる稲病古の将来の

姿を示すもののように思えたc
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